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二階部分を取り払　　　　見える開放的な吹き抜け空間

昼はテイクアウトできるカフェ、夜は隠れ家的な BAR として活用

　

既存の下屋部分を利用

　

■開放的な内部 ( 昼 : カフェ / 夜：BAR) ■厨房

張石蔵
縁側

石蔵・石塀・公園がつながる賑わいの景観

　　

　　　　

　

張石蔵 母屋

大谷石カウンター←至　JR 宇都宮駅

親がカフェにいる間、子供は公園で遊ぶ

　

公園で遊ぶ子供の様子を見ながら、

カフェで買ったものを食べながら腰かけられる

　

開口部や改修部分を最小限にし、

蔵への影響を抑え、外観を保存

　

二階部分を取り払い、梁の

昼はテイクアウトできるカ

　

■公園 ■大谷石カウンター ■外観 ■開放的な内部 ( 昼 大谷石ベンチと縁側で
カフェで買った物を食べられる

公園と蔵・塀の間で
賑わいが連続する

計画対象の大谷石蔵は、駅から近い場所に立地しており、道路を挟んで公園に面している。

そこで、この立地条件を活かして、昼は公園で遊ぶ親子が利用できるカフェ、夜は帰宅途中に立ち寄れる BAR として活用することを提案する。

　　

■立地環境を活かした活用

■石蔵・石塀・公園が連続した都市空間
現在のこの大谷石蔵は、道路との境界部分に大谷石塀と樹木があり、公園や道路と隔てられている状況にある。

そこで、既存の大谷石塀の高さを低くして屋外カウンターとして利用することで、蔵の表出性を高めると共に、蔵と公園との活動をつなぐものとした。

さらに、この蔵は宇都宮市で多く見られる大谷石でできた建物の中でも、木造の蔵の一部に大谷石を張った市内にも数の少ない張石構法で造られており、

石の文化・歴史から見て大変貴重な建物である。そのため、正面の入り口以外は新たな開口部を作らず、

既存の下屋部分を利用するなどして最小限の改修とし、蔵の外形を保存したまま都市へ表出させることを意図した。

　　　　■昼と夜の賑わいのある景観の創出
以上のようなことを通して、石蔵・石塀・公園の連続した都市空間の中に、

昼には、地域の親子が立ち寄ってサンドイッチなどをテイクアウトし、　公園で遊ぶ子供をカウンターで見守りながら談笑し、

夜には、サラリーマンや学生が屋外カウンターでカクテルを飲むなどの活動が展開する、

賑わいのある宇都宮独自の景観を創出することができると考えた。
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レンタサイクル受付
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充電スタンド

今小路通り

大通り→

パーキングの中央に建つ大谷石蔵の景観  石蔵カフェを中心とした公園のようなランドスケープ 電気自動車やレンタサイクルのまちなかステーション

大谷石塀を活用した駐輪スタンド
敷地周囲の既存の大谷石塀にスリットを設
けることで、駐輪スタンドとして活用する
と共に、大谷石塀が連続する景観を残す。

太陽光

ソーラーパネル

充電スタンド

宇都宮市中心市街地に位置する本敷地は、自動車や歩行者
の往来が激しい幹線道路に面し、コインパーキングとして
利用されている。敷地中央に取り残された 2階建ての大谷
石蔵が、他の敷地ではみられないユニークな景観を形成し
ているものの未活用のままである。そこで、現状の景観や
機能を残しながら、まちなかの石蔵の活用を提案する。

宇都宮市の都市交通は、自動車中心である。将来の交通システムを想定し、
駐車場やプラザ上部にソーラーパネルの大屋根を設け、敷地内に電気自動
車の充電スタンドを設置した。さらに、２面接道である敷地を活かし、敷
地奥にはレンタサイクル・ステーションを設け、中心市街地の新たな交通
拠点を計画した。こうした石蔵と空地を一体的に活用することで、宇都宮
独自の景観が形成されると考えられる。

大谷石蔵をカフェとして活用し、それと連続する大谷石敷きの基壇状のプ
ラザを計画した。さらに、石蔵周囲には、ドライブスルーを可能とする回
遊動線を設けた。また、同敷地内に建つ大谷石塀と一体化した建物は、レ
ンタサイクルの受付及び更衣室・WCとして活用した。広い敷地を利用し、
カフェやプラザなどの人々の居場所や、自動車やバイクの駐車場などを歩
車分離しながら、公園のようなランドスケープを形成した。

ソーラーパネルの大屋根と基壇状の大谷石プラザ
ソーラーパネルの大屋根の下は、大谷石の基壇で歩車分離されたプラ
ザが広がり、石蔵と連続する人々の居場所を創出した。大谷石の基壇
と一体化したベンチにより、宇都宮独自のまちなかの居場所の景観を
形成した。
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石蔵と洋館のマリアージュ

①大谷石蔵と洋館付き住宅が

　　　　　　　織りなす宇都宮の景観
　　宇都宮の中心市街地において、古くから質蔵や酒蔵として利用されて

　きた大谷石蔵や、大正から昭和初期にかけて多く建てられた洋館付き住

　宅は、宇都宮に独特の景観をつくってきたと言える。しかしながら、近

　年、大谷石蔵や洋館付き住宅は老朽化が進み、急速に失われつつあり、

　そうした宇都宮の景観をつくってきた空間資源を活用していくことが重

　要であると言える。

②独特の景観を活かした

　　　　　　　洋菓子店としての活用
　　計画敷地は住宅地にあり、かつては質蔵として利用されていた組積造

　の石蔵と昭和初期に建てられた洋館付き住宅が並んで建っている。ここ

　でしか見ることのできない石蔵と洋館が並ぶ風景を活かし、地域住民が

　一息つける洋菓子店としての活用を提案する。洋館で洋菓子の製造・販

　売を行い、２層の石蔵は飲食スペースとして利用する。石蔵内は、温度

　が一定で過ごしやすく、落ち着いた雰囲気の中でくつろぐことができる

　スペースとして設計した。外部の庭部分も飲食スペースなどとして一体

　的に利用できるようにし、さらに近くの駐車スペースも一体的に利用す

　ることでイベントなどにも活用できるように設計した。

③歴史的建造物を継承する

　　　　　　　　　　宇都宮の将来像
　　この地区には、都市計画道路の整備により、将来的に宇都宮市街地を

　巡る「都心環状線」を繋げる計画がある。（ 図１ ）計画敷地は「都心環

　状線」のすぐ裏側の道路に面しており、市の骨格となる道路に石蔵と洋

　館が建ち並ぶ景観が浮かび上がることを意図した。

配置図兼１階平面図 1/150

東立面図 1/150

南立面図 1/150

東立面図 1/150

図１：宇都宮市道路整備計画
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